
ドンデーン村におげる開田の進行過程

河野泰之

1 ・.目的

ドンデーン村におげる 1900年以降の水田面積と米生産量の変化を推定する．

2.水田面積の推定

①資料 ｜ 

水田面積に関する利用可能な資料は以下の3種類である。

a.調査時（ 1983年）の水田所有者からの聞き取りに基づく開田年代図

[Fukui et al. 1985: Fig.2-2] 

b.古老からの聞き取りに基づく 40～50年前の水田域図［Fukui et al. 1985: 

.Fig.2~1] 

C •調査時（ 1983年）の実測水田域図

②資料aに基づく推定

資料aに基づいて 1900～1983年の水田面積を同定した。なお、資料aで「＊

年以前」や「＊年～＊年Jと記載されている水田の開田年は、その範囲内で最も

遅い年とした。すなわち当該水田が確実に開国された年をもってその水田の開田

年とした。1

また、資料aはドンデーン村の農民が所有するすべての水田を含んで・いるわけ

ではなく、1かつドンデーン村の農民以外の所有する水聞をも含んでいる。しかし

錯綜して存在するドンデーン村の農民の所有水田とその他の水田間や、資料aの

含む範囲とその周辺でドンデーン村の農民の所有する範囲の水田聞の、開田の進

行の差は無視できると考えられる。そこで資料aが含む水田をサンプル水田とし、

ドンデーン村の農民が所有する水田においてもサンプル水田と同じ速度で開田が

行われたと仮定した。なお 1983年におげるサンプル水田の面積は 223haであり、

ドンデーン村の農民が所有する水田面積は 354haであった。

そして、すでに求められている各水田の面積を用いて、各年度の水田面積を推

定した（図 l参照）。
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③資料bと資料cに基づく修正

資料bより 1933～1943年ごろの水田面積は 1983年の水田面積の 54%であ

った。資料aと資料bの信湿性は甲乙つげがたい。

また資料cより 1983年におけるサンプル水田の面積は 245haであった。サン

プル水田の面積が上記の値（ 223ha）より大きいのは、資料aには開田年代が記

載されていないが、開田年代が記載されている水田の高位に位置し、明らかに開

田年代が記載されている水田よりも新しく開田されたと判断される水田をサンプ

ル水田に含めたためである。

そこで、資料bと資料cの値を考慮して、適当な水田面積増加曲線を作成した

（図 1参照）ー。このさい、資料aの性格より、曲線はつねに資料aからの推定値

より大きくなるようにした。

④推定人口に基づく修正

ドンデーン村では、近年を除くと、関村以来、米はほぼ自給されていたと考え

られる。そこで過去の推定人口から自給に必要な水田面積を逆算し、その結果に

基づいて水田面積の推定値を修正した。

まず、人口史による時代区分［福井 1988］の期首年において、推定人口から

米消費量を 400kg／人・年（モミ重）と仮定し村全体の必要量を求めた。つぎに

後に述べる水田面積～米生産量曲線を用いて生産量の経年的な変動を考慮しない

場合の自給に必要な水田而積を求めた。さらに全水田面積とサンプル水田面積の

比を用いて自給に必要なサンプル水田而積を求めた（表 l参照）。

表1 飯米の自給を仮定した場合の必要水田面積

年度 推定人口 消費量必要全水田 必要サンプル

( t ) 面積（ライ） 水田面積（ha)

1 9 0 0 1 5 2 6 1 209 23 

1 9 2 0 320 1 2 8 485 54 

1 9 3 5 475 1 9 0 7 7 3 8 6 

1 9 6 5 8 1 0 324 1650 1 8 3 

1 9 7 5 890 356 1 8 7 8 208 

1 9 8 3 9 1 6 3 6 6 1 9 5 9 2 1 7 
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表2 水田面積と米生産量の増加率

年度 期首水田面積水田面積増加 期首米生産量 米生産量増加

( ha ) ( % ) ( ha ) ( % ／年） ( t ) ( % ) ( t ) ( %／年）

1900-04 35 4 7 3. 8 6 2 1 6 1 2 3. 6 

05-09 42 1 2 1 0 4. 4 74 1 9 1 6 4. 0 

10-14 5 2 1 5 1 5 5. 1 90 23 2 2 4. 5 

15-19 67 1 9 1 5 4. 4 1 1 2 28 24 4. 0 

20田 24 82 23 2 5 5. 4 1 3 6 34 33 4. 2 

25・29 1 0 7 30 42 6. 8 1 6 7 42 50 5. 4 

30-34 1 4 9 42 5 5 6. 5 2 1 7 54 56 4. 7 

35-39 204 5 8 49 4. 4 273 6 8 43 3. 0 

40-44 253 7 2 26 2; 0 3 1 6 7 9 24 1. 4 

45圃 49 2 7 9 7 9 1 5 1. 0 338 8 5 1 2 o. 7 

50-54 294 83 1 1 o. 8 350 88 9 o. 5 

55-59 305 86 1 2 o. 7 3 5 9 90 1 0 o. 6 

60-64 3 1 7 8 9 1 0 o. 6 3 6 9 92 8 0. 4 

65-69 3 2 7 9・2 8 0. 5 3 7 7 94 7 0. 4 

70-74 335 9 5 9 o. 5 384 96 7 0. 4 

75-79 344 9 7 6 o. 3 3 9 1 98 5 o. 3 

80-83 350 9 9 396 9 9 

4.考察

①基本的な地割の完了

ドンデーン村におげる低位田の面積割合は 30%程度であろう。開田率が 30

%に遣したのは 1920年代の前半である（表2参照）。上記のように、この頃ま

でには排水路の開削による最低位部の開田は終了していたであろう。多くの排水

路が 50～70年前に掘削された［Fukui et al. 1983: 372-379］ことを考えあわ

せると、実際、には最低位部を除く低位田がまず開国され、その後に排水路の掘削

による最低位部の開聞が行われたと考えられる。そして、これらの低位田の開田

が終了したのが 1920年代前半である。すなわちこの時点で水田域の基本的な地
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割は完了し、その後はそれぞれの所有水田の中・高位部を開国するようになった。

以上の推定は、 1910年代後半に入植してきた新たな農民が水田を獲得するこiと
はできたがその位置が分散していたこと、 1920年代前半に入植してきた農民が

水田の獲得を断念したこと［Fukuiet al. 1985: 32 ］をうまく説明できる。

②関田余地の消滅と米生産量の頭打ち

水田面積の増加率は 1935年まで徐々に上昇し、その後急激に減少した。 1950

年までに ~3 %の開田が終了しており、その後の増加率は 1%以下である。また、

米生産量の増加率は、 1925～1935年は少し大きいが 1935年まで4%でほぼ「

定である。そしてその後、水田面積と同様、急激に減少した。 1950年の米生産

量はすでに 1983年の 88%に達しており、その後の増加率は 1%以下であるι

すなわち、l中・高位田は 1920年代前半からの 20～30年間にほとんど開国され、

1940年代後半には開田余地はほぼ消滅した。また、この間の中・高位回開田の

速度は、それ以前の低位田開田の速度と比較して、とくに大きかったわげではな

なお、 1939年の税制の改正（ BT6）や 1941～1945年の綿作との競合 ［gu
kui et al. 1985: 32-33］の中・高位田開田速度に与えた影響は、 1940年に開

田率がすでに約 70%に達していたことを考えると、それほど大きくはなかった

と思われる。

③米の需給バランス i 

人口増加率と米生産量の増加率を比較することにより、米の需給バランスの変

化を検討した（図 2参照）。

その結果、第 I期〈移入卓越期、 1900～1919年）は両者はほぼ等しい。第H

期（移出入均衡期、 1920～1934年）は米生産量の増加率が人口増加率より大き

い。そして第皿期（移出車越期、 1935年以降）は人口増加率が米生産量の増加

率よりかなり大きい。

したがって、第 I期においては米の需給バランスにほとんど変化はなく、備蓄

枯渇年確率は小さかったであろう。また第II期においては、 1人当りの長期間の

平均米生産量は増加したが、ごの時期以降は中・高位田が開田されたために干ば

つ被害による生産量の変動が大きくなり、おそらく備蓄枯渇年確率は第 I期と大

きく変わらないレベルに維持されたであろう。さらに第III期においては、 1人当
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りの長期間の平均米生産量は徐々に減少し、かっ備蓄枯渇年確率も大きくなった。

この三期のうち、第II期には余剰米が生産された可能性がある。もし余剰米生

産が行われたとしたら、 1933年に完成するコンケーンまでの鉄道建設工事現場

や鉄道完成後のバンコクを対象とする米市場が成立したためであろう。しかし、

中・高位田は期待収量未知のため安全側の生産量予測に基づいて水田造成が行わ

れた可能性もある。
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